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第2部 論文集

地域の活性化と知の展開

「愛媛の地域振興策」

　　　鈴木　　茂

松山大学経済学部

（1）日本の地域産業政策と愛媛県の産業

　　集積の特徴

　日本の地域産業政策の特徴は，トップダウン型

であり，中央政府が基本構想を策定し，地域指定

と補助金などの財政的優遇措置によって地方自治

体の開発政策を誘導してきた。また，地域産業政

策の基調は首都圏や近畿圏などの大都市圏に集積

した大企業の工場再配置政策，言い換えれば工場

誘致政策として展開されてきた。こうした誘致外

来型開発政策は地域振興を国からの補助金と域外

の大企業に依存するものであり，地域産業の実態

と乖離し，地域産業の衰退を招くことも少なくな

い。他方，誘致外来型開発政策に対して，域内資

本を担い手とし，地域産業の実態に即した地域振

興を図る内発型発展のあり方が模索さ札できた。

　したがって，愛媛の地域産業集積あるいは地域

産業振興政策は，このような視点から大きく二つ

のタイプに分けることができる。一つは，地域の

伝統産業や中小企業が特定地域に集積して地域固

有の産業クラスターを形成しているケースであ

り，これを内発型発展と呼ぶ。特定産業と関連産

業の集積，水資源・港湾施設などの社会資本整

備，公設試験研究機関の整備，行政及び業界団体

による産業支援体制が構築され，新製品・新技術

の開発や新規創業をもたらし，高い競争力を蓄積

している。愛媛県内においてはタオル・紙パル

プ・造船及び海運業が日本一の集積を誇ってい

る。．また，愛媛県は柑橘類や養殖業など全国的に

も有数の農林水産業が発達した地域であり，農業

機械や関連産業が集積してきた。

　もう一つのタイプは，域外の大企業の工場誘致

によって特定の産業が急速に集積するものであ

り，誘致外来型発展と呼ばれている。住友系企業

グループが集積した典型的な企業城下町である新

居浜市がその典型であり，三菱化学・帝人（松山

市）・東レ（松前町）・クラレ（西条市）等の高度

な技術力をもった域外大企業の工場が立地してい

る。

　愛媛県の産業集積の特徴はこうした内発型発展

と誘致型開発との複合型である。炭素繊維等の一

部を除いて，半導体産業のような先端技術産業が

集積していないが，ハイテク技術を融合して高い

競争力を構築している在来型産業（食品加工，産

業用ボイラー，造船，紙パルプ産業等）が集積し

ている。

（2）戦後日本の地域産業政策の展開

　戦後日本の地域産業政策あるいは地域開発政策

の代表的なものの第1は，1950年代後半から開始

される高度成長期の開発政策であり，新産業都市

建設計画である。新産都は，日本経済の鉄鋼・非

鉄金属・石油化学・合成繊維等の基礎素材型重化

学工業の集積拠点を整備することを目的としたも

のであり，既存の京浜・中京・阪神工業地帯から

瀬戸内沿岸，さらに北九州工業地帯につながる太

平洋ベルト地帯に公有海面を埋め立てて臨海工業

団地が建設された。全国で新産都ユ5，工業整備特

別地域6，計21地域が重化学工業の拠点地域として
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整備された。しかし，計画通りに工場立地がみら

れたのは岡山・大分新産都などの限られた地域で

あった。愛媛県では新居浜市を中心とする東予地

域が「東予新産業都市」として指定されたが，新

産都建設計画による工場立地は西条市や旧東予市

等の一部にみられにとどまった。

　第2は，1980年代から1990年代末の時期であ

り，ハイテク産業の集積を図るテクノポリス（高

度工業集積都市丁㏄hnopolis）建設構想である。テ

クノポリス構想はシリコンバレーをモデルにする

ものであり，「産」・「学」・「住」を三位一体とし

て整備してハイテク産業の集積拠点を地方圏に整

備しようとするものであった。70年代の2度にわ

たるオイルショックを契機とする構造不況は，高

度成長期の重化学工業政策の限界を顕在化させる

ものであり，日本産業の国際競争力を強化し，地

域産業の活性化を担う産業としてハイテク産業が

注目されることになった。しかし，80年代後半以

降の急激な円高ドル安と日本企業の本格的な多国

籍企業化の開始，さらに90年代のバブル経済崩壊

と長期の平成不況に直面して，テクノポリス構想

は転換を余儀なくされた。テクノポリス地域には

一定のハイテク産業の集積がみられたが，集積し

たのは生産機能であり，研究開発機能はほとんど

集積しなかった。愛媛テクノポリスは全国26地域

の申で最後に計画承認されたが，ハイテク産業の

新規立地がみられなかった。

　第3は，2000年代以降であり，新規創業支援や

大学が蓄積してきた研究シーズを実用化してハイ

テク産業の集積を図る大学発ベンチャー企業の育

成や産学連携，産業クラスター計画が推進されて

いる。日本経済のグローバル化による地域産業の

空洞化とバブル経済崩壊は地域産業振興政策の再

構築を迫るものであり，産学連携，知的クラスタ

ー創成事業，大学発ベンチャー企業の支援，産業

クラスター計画などが推進されている。

（3）地域産業振興政策の新展開と大学の

　　役割

　1985年のプラザ合意を契機とする急速な円高の

進行は日本企業の多国籍企業化を本格化させ，産

業空洞化をもたらしている。地域産業の構造転換

を図り，国際競争力を再構築することが地域産業

政策の課題として提起されている。低賃金労働力

を武器とするアジアの新興工業諸国との国際競争

に対応するには，ハイテク産業だけでなく．既存

産業も含めて知識集約型産業への転換を迫られ，

大学の地域産業への貢献が求められている。

　従来，日本においては国立大学の教員は国家公

務貝であり，全体に奉仕すべきものとして，個別

企業の役員などの兼職を禁止されていた。しか

し，国立大学の独立行政法人化と地域社会への貢

献が求められている。大学の地域産業振興への取

り組みは緒についたところであり，大学発ベンチ

ャー企業の育成，経済産業省が推進する「産業ク

ラスター計画」，文都科学省が推進する「知的ク

ラスター創成事業」等がそれであり，多くは大学

の先端的研究成果の実用化を促進し，地域にハイ

テク産業クラスターの形成を目指している。

　愛媛大学では，遠藤弥重太教授の研究を基礎と

する無細胞生命科学工学研究センター，南予地域

の基幹産業である水産業の振興，日本一の産業集

積を誇る紙パルプ産業や造船産業に対する支援を

開始している。その成果が期待されるところであ

る。

（4）愛媛の産業集積の特徴と地域振興

　愛媛県は日本の南西部に位置し，大都市圏から

遠隔地にあり，土地・水資源の貧困，域内市場の

狭陸性（1％経済），大都市市場圏から遠隔地に

あること（周辺地域），社会資本整備の遅れなど，

条件不利地域である。しかし，瀬戸内海がもたら

した豊かな自然資源と海運の便，江戸時代には小

藩（伊予8藩）に分割され，各藩の殖産興業政策

によって早くから多様な地域産業が集積してき
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だ。手漉和紙，焼き物（砥部焼），木蝋（内子），

製塩業，綿織物・タオル，海産物加工，林業，造

船などである。また，18世紀半ばに今治地域の漁

民が始めた行商活動は，西日本地域を商業圏とし

て発展し，今日の信用販売の原型となる月賦販売

方式を発案した。さらに，元禄年間から住友財閥

によって採掘が開始された別子銅山の開発は，欧

米から日本に輸入された近代産業技術が当該地域

で活用され，銅鉱石の運搬や精錬事業から派生し

た金属加工・重機械・化学工業などが集積し，新

居浜市は西日本有数の工業都市として発展した。

また，愛媛県は柑橘類や養殖業など全国的にも有

数の農林水産業が発達した地域であり，農業機械

や関連産業が発達してきた。

　　日本の地方自治体の財政基盤が弱く，中央集権

型行財政構造の下で，国が策定した開発構想に基

づいて地方白治体が地域開発政策を立案し，国の

承認を得て実施する仕組みになっている。開発計

画について国の承認を受けると，国からの補助金

配分や起債許可，地方債償還に対する優遇措置を

受けることができるからである。また，当該地域

に立地する企業は立地助成金や固定資産税の優遇

措置などを受けることができるからである。

POIitiques　POur　l’essOr　r69「onaI　a Ehim6

　　　　　　　SUZUKI　Shigem

Universitξde　Matsuyama

1　　Politique　industrie11e　r6gionale　au

　　　Japon　et　r6gion　d’Ehim6

　　　　Au　Japon，c’est　Ie　gouvemement　central　qui

af危。te1es　budgets　et　aides丘nanciさres1iξs　au　secteur

industrie1rξgionaI．　Le　pOuvOir始9iona1quant身1ui，

d6cide，P1anifie　et　attribue　ces　dif従rentes　ressources

suivant　des　paramさtres　qui　sont　propres主。haque

rξgion．Cependant，mεme　主　㏄　n｛veau，｛1　est

impossib1e　de　par1er　d’autonomie主part　entiさre．Les

此nds　nationaux　exercent　nature－1ement　d｛verses

pressions　et　limites　qui　nとvont　pas　toujours　dans1e

sens　de　ce　que　1es　r6gions　peuvent　espξrer．　Pour

essayer　de　pa1ierえ。es　di脆rents　prob1さmes　et　donner

aux　r6gions　un　maximum　de　vita1itξ，une　apProche

dif胎rente　est　donc　devenue　n6cessaire、

　　　Concemant　Ie　cas　de1a　rξgion　d’Ehim6，il

existe　deux　types　de　po1itique　industrie11e．　L’une

regroupe　1es　industries　traditionne11es　ainsi　que

一es　petites　et　moyemes　entreprises　spξci軸ues

直　certaines　caractξristiques　de　la　rξgion．　Enes

fo㎜ent㎜groupe　d’1ndus廿ies　trさs　identii6es全

Ia　rξgi．on・　C’est　ce　que　1’on　apPelle　ici，1e

♂6ve∫0ρρemεηサ6c0〃0m勿〃e　肋ferηe．　POur　1a　r6giOn

d’Ehim6，ce1a　conceme　beaucoup　d’activit6s1iξes註

1・m・・（・…tm・t1・・・…！・，Pi・・i・・㎞・・，・・ti・itξ・

po1価aires，P§che），aux　agmmes（mandarine，orange，

・it・㎝），主1’i・d・・t・i・d・p・pi…t註・・l1・d・t・・til・．

Sont　comprises6gaIement　dans　ce　groupe，toutes　Ies

activit6s　industrie11es　de　sous－traitance．

　　　　L’autre　repr6sente　1es　indus1■ies　et　activit6s

venues　de1’extξrieur　et　qui　ont　su6vO1uer　et　pr0五ter

de　certains　atouts　de　－a　r6gion　pour　conso1ider　leur

e『sorξconomique・C’est1e　cas　par　exemple　de

gr㎝dll　en枕eprilel　reno㎜611t111el　qul　Te－in

（produit　chimique）　ou　Toray　（丘bres　textiIes）．Le

siさge　socia1est　extξrieur主1a　rξgion　mais　une　grande

part　de－eur　production　se　fait主Ehim6．On　dξsigne
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ce　type　d’indus耐ie　par1e　te㎜e　de加物P舳e肋

6C0η0m伽e例J土例鮒eme一

2　D6veloppement　industriel　r6gional

　　　　d’aPrさs－9uerre　au　JaPon

On　peut　distinguer　trois　pξriodes　distinctes。

　　　　Lapremiさreco㎜enced1s1ed1butdesamles

50　avec　le　boum　6conomique　d’aprさs－9uerre

entrainant　une　po1itique　industrieHe　qui　consiste　主

。r6er　et　d6velopPer　des　p61es　d’industrie　nouveue．

En　g6n6ra1，ce　sont　essentie11ement　des　industries　de

production　lourde　et　chimique．Pour　ce　faire，de

nombreux　complexes　prement　naissance　sur　des

te皿ains　gagn6s　sur　1a　mer．C’est1e　cas　de

pratiquement　toute　la　bordure　c6tiさre　entre　Tokyo　et

1e　nord　de　Kyushu－Concemant1a　r6gion　d’Ehimξ，

on1es　retrouve　principalen］ent　du　c6t6de　la　vi11e　de

Nihama　et　de　S軸。．

　　　　La　seconde　co㎜皿ence　en1980pour　se　te㎜iner

dix　　ans　　p1us　　tard．　E11e　　voit　　apParaitre　　de

nombreuses　enl〕reprises　spξcialis台es　dans1’indus1■ie

des　techniques　de　pointe．　Ce1a　s’exp1iquant　surtout

par1e　choc　p6trolier　de　1974　qui　empεcha　主

1’industrie　lourde　p6trochimique　de　continuer　son

ξvo1ution6conomique　positive．C’est　une　p6riode

ξgalement　caract6ris6e　par　une　prise　de　conscience

concemant　l’utilitξde　rξunir　sur1e　m§me　p61e1

recherches，Production　et1ogement（sur1e　modさle

amξricain　de　Si1icon　Va11ey）．Cependant，ia　va1eur

trop缶。rte　du　yen　du　dξbut　des　am6es　gO　en枕ainera

de　nouveau　m　changement．Notons6gaIement　pour

cette　mεme　p6riode，un6caれimportant　entre　la

production　forte　et　efficace　et1e　domaine　des

recherches　re1at｛vement　st6hle．　C’est　1e　cas

nota㎜entpour1arξgiond’Ehim1．

ξconomique　du　dξbut　du　2ユe　siさ。le．E11e　se

caract6rise　essentie11ement　et　pour1e　moment，Par

1ヨintrOduCtiOn　　et　l’aSSiStanCe　　主　　1a　　Cr6atiOn　　de

nouve11es　entreprises　pour　de　nouvenes　activit6s　de

production．L’a㏄ent6tant　mis　en　prioritξ，sur　une

co11aborationξtroite　et　nξcessaire　entre1es　recherches

universitaires　et1a　politique　industrie11e　r6giona1e。

3R61edesuniversit6sdansla
　　　　nouvelle　pol－t■que　de　d6veloppement

　　　　industriel　r69ional

　　　　A丘n　de　rξpondre　e箭。acement　aux　di脆rentes

exigences　d’un　contexte　intemationa1de　plus　en　p1us

dif行。i1e，i1est　apParu　nξcessaire　de　repense1＝tout1e

systさme　de　po1itique　industriene　et　universitaire

rξg…onale．　C’est色dire　etpourunepart，dered6finir

1e　r61e　de　l’Universitξ　dans　1a　po1itique　de

d6veIopPement　industriel　r6giona1．C’est　ainsi　que

1e　gouvemement　japonais　dξcida　de　donner色toutes

1es　universit6s　nationa1es　une　indξpendance　juridique，

Ce廿e　fo㎜e　de　privatisation　pe㎜et　aux

6tablissements　　de　　trouver　des　partenaires

ξconomiques　pour　des　activit6s　de　recherches1i6es．

　　　　Concemant　　1’Universit6　　d’Ehim6，cette

co11aboration　se　traduit　essentie11ement　et　pour　le

moment，dans　les　domaines　de1a　fabrication　du

papier，de1a　construction　nava1e　et　de1’industrie・liξe

主一a　pεche．　Ces　do1＝naines　de　production　qui　sont1es

fOrSde1anCedu伽e伽ρem召〃6ωη0m伽e〃ぴ〃e

de　la　r6gion，sont　aussi　dans1eur　domaine，en　tete

en　teme　de　production主1’6che1on　nationa1．I1est

donc　important　pour　l’Universitξd’Ehim6de王es

soutenir．　Pour　les　autres　types　de　pa廿enariat，tout

reste　encore　色　faire．　Les　1iens　n6cessaires　entre

industrie　et　Universit6ont　du　ma王主se　me廿re　en

p1ace　r6e11ement　et　iI　semb1e　d術。i1e　encore

aujourd’hui，d’avancer　sur　ce廿e　voie．

La　demiさre　p6riode　fait§uite主Ia　d6pression
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4　Caract6ristiques　du　d6veloppement

　　　　industriel　r69iona1　de　　la　　r69ion

　　　　d’Ehim6

1eS　agrumeS）

natiOnaI，1eS

quantitatifS．

et　au　bois，reprξsentent　au

principaIes　productions　　en

niVeau

termeS

（Traduit　par　E．Mauvais）

　　　　De　part　sa　situation　gξographique（a63伽6e）et

cHmatique（∫ec），互a　r6gion　d’Ehim6ne　fait　pas　partie

des　r6gions　les　p－us　favorisξes．La　proximitξde　la

mer　et　une　nature　abondante　aident㏄pendant　et

depuis　t6ujours，主son　d6velopPement6conomique．

　　　　De　p1us，主1a　p6riode　d’Edo（1600－1868），1es

po1itiques　industrienes　mises　en　piace主。ette6poque

se　sont　r6v搬es　extrεmement　ef丘。aces．En　effet，

ce1a　a　pe㎜is主1a　r6gion　d’Ehim6de　connai血e㎜e

expansion6conomique　non　nξg1igeable　re正ativement

t6t　dans　1’histoire　6conomique　nationa1e．Ces

activitξs　　regroupent　　1a　　fabrication　　du　　papier，

1’industrie　de　la　poterie　et　de　la　cire，1’industrie　du

se1，des　tissus　en　coton，de1a　pεche，du　bois　et　de

王a　COnStruCtiOn　naVale．

　　　　入noter6ga王ement　que1a　vine　d’Imabari　a

d6veIopPξdans　l’activit6de1a　pεche，au　mi1ieu　du

ユ8色m　siさ。1e，un　nouveau　systさme　de　vente　et　de

1ivraison　qui　s’est　r6pandu　et　a6t6uti1is6fina1ement

1o㎜lmod11edanltout11apa竹ieouelt　du1apon．

C’est　encore　de　nos　jours，une　activit6importante

pour　cette　partie　de　la　r6gion　d’Ehim6．

　　　　C’est　aussi　vers！700que　l’industrie　du　cuivre

it　sont　apParition，avec　entre　autres，des　techniques

import6es　des　Etats－Unis　et　un　gisement　impoれant

dξcouvert　dans1a　montagne此∬〃localisξe　non1oin

de　la　viIle　de　Nihama．　C’est　ainsi　que1a　vi11e　de

Nihama　devint　un　p61e　important　concernant　toutes

industr｛es　en　rapPort　avec　le　cuivre　et　Ie　fer．

　　　　Sou1ignons　une　fois　de　plus　et　pour　te㎜iner，

que　la　r6gion　d’Ehim6est　une　rξgion　o心1es　activitξs

1i6esき1a　pεche，ポ’agricuIture（surtout　concemant
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Symposium

6d6cembre2008Universit6d’EHIME

R6f1exions　sur1’autonornie　nouvelle　de1’Universit6en

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aproposdelaloidu1OaoOt2007，

　　　　　　　　　　　　　　re1at－ve　aux　l■bert6s　et　responsab－1－t6s　des　UnIvers－t6s

France

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O1ivier　CAMY

Universit6de　Bourgogne／IEP　de　Paris

R6sum6

　　　　La1oi　n02007－1199duユO　aoit2007，re1ative　aux　libert6s　et　responsabi正itξs　des　Universit6s，vise主

renforcer1’autonomie　des　Universit6s丘angaises，en1eur　donnant　de　nouve11es　compさtences　en　matiさre

budgξtaire　et　de　gestion　des　ressources　humaines．Je　me　propose　de　rξ服。hir　sur　les　fondements（I）et1es

risques（II）de　cette　demiさre6tape　de1a　d6centra1isation　fonctio㎜e11e　du　semice　public　de　l’enseignement

sup6rieur　en　France1

（I）I1apparait　que－a　modification　du　rξgime　des　Universit6s　par1a1oi　d’ao廿t2007s’inscr…t　avant　tout　dans　un

cyc1e　de　r6fo㎜es　qui　a　commencξau2脚siさ。le　avec1es1ois　du12novembre1968et　du26janvier1984．

Ce　cycle　de　rξfo㎜es　est　en　mpture　implicite　avec1e　modさle　universitaire　r6pub1icain　mis　en　p1ace　sous1a

mさme　Rξpub1ique　qui　a　foumi　les　bases　constitutio㎜e11es　du　droit㎜iversitaire　fraηgais．

（II）Le　nouveau　rξgime　des　Universitξs　est　porteur　de　deux　risques　principaux：Ia丘n　de　rautonomie

disciplinaire　et　le　dξsengagement　financier　de1’Etat．D’abord，1a　gouvemance　mise　en　p1ace　au　proit　du

prξsi（1ent　de1’Universit6accξ1さre1e　dξc1in　des　Facu1t6s，organisations　co㎎oratives　qui　di冊sent　des　grandes

discip1二nes　et　sont　autogξ始es　par　des　enseignants－chercheurs　indξpendants，　Ensuite，les　Universit6s　sont

appelξes主rechercher　des　ressources　a1tcmatives　aux　dotations　de1泊tat　notamment主紅avers　de　nouveaux　outils

juridiques　comme　les　fonda亡ions　universitaires　et1es　fondations　de　partenariat．On　peut　craindre，qu’主tem1e，

1’apPort　de　ces　sources　de丘nancoment王6gitime　un　d6sengagement　de　I屯tat　dont　Ies　dotations　couvrent

di箭。ilement1es　besoins　des　Universitξs；ce　qui　explique　que1es　Universit6s　ont　d6帖recours註d’autres

ressources（notamment　au　p1an　local，1es　CPER　ou《Contrats　Plan盲tat　R6gion》et1es　subventions　des

co王1ectivit6s　territoria1es－Rξgion，Dξpa廿ement一）．

lNTRODUCTlON

　　　　La1oi　n02007－1199du　lO　ao自t2007，relative

aux　libert6s　et　responsabi1it6s　des　Universitξs，vise主

renfoTcer《1a　gouvemance　et1’autonomie》　des

Universitξs丘angaises，en1eur　donnant　de　nouve11es

comp6tences　en　matiさre　budg6taire　et　de　gestion　des

ressources　humaines．E1－e　ambitionne　de　renホe

nos　universit6s　p1us《r6actives》Pour1es　a㎜cr　face

主1eurs　comlrrentes　europξemes，asiatiques　ou　nord－

amξricaines．　Ces　nouveaux　　Ieviers　d’action

juridiques　comp1さtent　ceux　mis　en　p1ace　par1a1oi　de

programme　pour1a　recherche　duユ8avri12006et

sヨa㏄ompagnent　d’un　effort　budgξtaire　en　fave皿de
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1’enseignement　sup6rieur｛ユ〕．

　　　　PIus　d’un　an　aprさs　1’adoption　de　la　1oi　du　ユl

aoit2007et　divers　mouvements　de　protestation，

tOuteS1eS　UniVerSitξS　Se　SOnt　miSeS　en　COnfO㎜it6

aVeC　　1e　　nOuVeau　　Cadre　　16giSlatif　　E11eS　　Ont

nOtamment「esse皿ξleur　consei1d’administration主

une　trentaine　de　membres．Dans　ces　nouveaux

conseiIs，on　compte　en　moyeme　deux　Teprξsentants

issus　du　monde　socio一ξconomique，au－de1色　du

minimum　prさw　par王a1oi（un　reprξsentant）ω．

　　　　Dans　ce　cadエe，20Universitξs　b6n餉。ieront　dさs

互e　l　er　janvier2009　de　comp6tences61argies（3〕．

Enes　disposeront　bient6t　d’un　budget　g1oba1，d’une

autOnOmie　de　geStiOn　a㏄me　de－eurS　reSSOurCeS

humaines　et　de　leur　masse　salariale．Le　choix　des

premiさres　Universit6s　admises　《主　passer　主

I’autonomie》s’est　fait　se1on4critさres，qui　ont　sewi

主　r6a1iser　1es　audits：一a　gestion　comptab1e　et

行nanciさre，1a　gestion　des　ressources　humaines，la

geStiOn　deS　SyStさmeS　d’infO㎜atiOn　et1a　geltiOn

immobi1iさre．Les　20　Universit6s　scront　donc

consid6rξes　comme　autonomes査partir　du　l　erjanvier

2009．　Ces　Universitξs　b6nξficieront＝

　　　　一d’une　dotation　de250000euros　chacune　pour

mettre　en　㏄uvre　de　nouveaux　pro㏄ssus

d’organisation　et　de　cha皿gement　et　pour　mieux

r6munξrer1es　persome1s　qui　font　face白un　surcroit

de　traVai1

　　　　－dヨ11n　p1an　de　fo㎜ation　t㎡e㎜a1qui　s’adresse

aux　personnels　d’encaホement　des　universit6s，i1

b6nξ丘。iera　　主　　ユ500　　agents　et　portera　　sur　1e

management，leS　inanCeS，le　COntr61e　de　geStiOn　et

1es　resso皿。es　humaines

　　　　－d’un　p1an　de　requaliication　des　emp－ois　pour

a㏄roitre　l’encadrement

　　　　La　tache　est　comp1exe：1’opξration　transfさrera

aux20Universit6s　la　gestion　de32000emp1ois　et

un　budget　de1．9miIl．iard　d’euros．Le　budget　ac血e1

des　Universitξs　sera　mu1tip1i6de　deux直trois　fois．

CeIa　supPose　de　remξdier　au　d6ficit　de　cadres　des

Universitξs（moins　de25％de　cadres　A）．Dさs　la

rentr6e2008，751emplois　ont6t6requa1i脆s　et　le

processus　continuera主1a　rentrξe2009pour　un　effor士

自nancier　de19mi11ions　d’euros　sur　deux　ans．500

persomes　ont6ga1ement　b6n6ficiξde　formations．

　　　　Les　au砒s　subis　par1es20　Universi始s　ont

pe㎜is　de　me廿re査jour　des　incohξrences　et

d’am61iorer1es　pratiques　comptab1es　et　budgξtaires，

avec　Ia　c「ξation　d’un　cOntr61e　de　gestion　dans　chaque

universit6（4）．　D’ici　janvier，e11es　devront　adapter

1eur　SyStさme　d’inf0㎜atiOn　a丘n　d’aVOir　une

connaissance　exacte　et　une　ma愉ise　de1a　masse

sa1aria1e（5〕．U－n　ensemb1e　d’indicateurs　va　εtre

pub1i6au　premier　trimestre2009　（sur互’insertion

professionne三1e，1a　va1eur　ajout6e　pour1es　6tudiants，

（1）

（2）

（3）

　　En　vue　de3㎝apP1ioation，au　tota1，trois　ordo㎜ances，

douze　d6crets　et　un　arrεtξdoiventεtre　pris　pour　apPliquer

la　loi．　Entre1e　l　er　ootobre2007et　leユer　avri12008，

une　ordonnance，trois　dξcrets，un　anεtξet　six　c汁。u1aire日

。u　notes　de　servioe　ont色tξpub1i6s一

　　《Ce　sont　ainsi　pIu昌　dヨune　centaine　d’entreprises　qui

sont　recensξes，aussi　bien　des　grands　groupes　que　des

PME　avec　une　reprξsentation　de　tou呂1es　secteurs

6conomiques》，a　fait　冨avoir　le　Ministさr巳　d巳

1’Enseignement　sup6rieur．

　　La　s61ection　des20Universitξs3conduit主ξcarter　me

dizaine　d’6t日bhssements，oonsid紋6s　oomme　non　prεtes

pour　devenir　autommes　d色s2009．Les20Universit6s

　　　retenues　sont　les　suivantes＝Ai火Marseille2，Cergy－

　　　P㎝toi呂巳，C1日㎜㎝t－Femndユ，Co血e，Limoges，Ly㎝1，

　　　Mame　la　Va116e，Montpe11ier1，Mulhouse，Nanoy　！，

　　　Paris5，Pa㎡s6，£aris7，La　Roche11e，Saint一直tie㎜e，

　　　Stmsbourg　ユ，Strasbourg　2，Stfasbourg　3，Toulouse　l，

　　　Troyes．

（4）　Lヨ1ユniversi始do　Troyes，par　exemp1e，邑mis　en　place

　　　une　comptabilit6㎝alytique，qui　lui　pe㎜et　de　pr6voir　son

　　　budget　deおm3tion　et　de　recherch巳en　adoptant㎜e

　　　《vision　strat6gique》．E11e　serait　en　mesur巳d’apPr6cie正

　　　1es　ooits　par　aotivitξ，P趾niveau　de　fo㎜ation，Par

　　　domaine　de　recherche（site　web　de1a　Confξren㏄des

　　　Prξsidents　dさU皿iversit6）．
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　．）．　Dさs　lors，Ies　futurs　budgets　des　Universit6s

seront　pOnd6r6s　en　　fonction　de　1eur　indice　de

perfo㎜ance（6〕．Pour1e　moment，c！est1e　passage

白1’autonomie　budg6taire　qui　semb1e紺e　Ia　prioritξ．

Mais　deux　Universit6s，Paris6（UPM．C）et　Corte，

ont　d卵demandξ主。btenir1a　gestion　de　leur

patrimoine　immob｛1ier（7〕．

　　　　Si　le　passage　des20Universit6s　sξ1ectio㎜6es　se

fait　sans　encombre，les　autres　Universitξs　poumnt

（iemander　le　passage査rautonomie（呂〕．

　　　　Je　me　propose　de　r6冊。hir　sur　les　fondements　et

｝es　risques　de　l’autonomie　muvelle　de　l’universit6en

France．

l　Les　fondements　de1’autonomie　nouveI■e

A　L’《age　d’or》de　la　lllさme　R6publique．

　　　　L’UniveIsitξ仕angaise　a　toujou■s　eu一皿e　reIation

ambiguεavec　le　pouvoir　central，recherchant　une

autonomie　vis一圭一vis　de　ce　pouvoir（notamment　au

plan　des《1ibertξs　universitaires》）tout　en　exigeant　de

1ui　les　moyens　juridiques　et　inanciers　de　son

autOnOmie．

　　　　D糾sgrandesUniversit1sm6di1va1esco㎜e

1’Universi士6de　Paris　prξtendaient　dξ1ib6rer　d’ξga1主

ξgal　avec1e　Roi　pour　coni㎜er1es丘anchises　et

priviIさges　octroyξs主e11es－mεmes　et邑1eurs　membres．

Les　progrさs　de　1a　centra1isation　monarchique，

SynOnyme　d’6radiCatiOn　deS　CO印S　inte㎜ξdiaireS，

devaient　conduire1’Un｛versit6主adopter　une　attitude

d6fensive．Aprさs　la　r6vo1ution　qui　supPrime

nota㎜ent1es　Facu1t1s　de　droiピ9），le！e「Empire

consacre1’abaissement　de1’Univorsit6au　rang　de

simp1e　admini鮒ation．Le　d6cret　du17marsユ806

・・6・5・・d…　d・F…lt6・（th釦1・gi・，dmit，

mξdecine，sciences　mathξmatiques　et　phys｛ques，

lettres）qui　ont　un　r61e　modeste．Ainsi，les　Facu1t6s

de　droit　qui　avaient　pu　renaitre　sous　fo㎜es　d油。o1es

de　血。it，ont　un　obj㏄tif　d’abord　purement

P「ofessionne互。　Quant　aux　Facu1t6s　de　let1■es　et　de

sciences，e11es　n’ont　pour　seu1e　fonction　que　1a

co11ation　des　grades．　《E11es　ne　sont　composξes　que

de　professeurs　de1yc6es　du　chef－Heu　de1’Acadξmie

（sauf主Paris，o亡e11es　sont　fo㎜6es　par　des

professeurs　du　Co11さge　de　France，du　Mus6um　ou　de

Po1yt・・h・iq・・）1・11・…　di・p・…td…　p・・d・

professeurs　en　propre．　Ce　sont　des　jurys　d’examen

・t…u・．・岬・・・…tゼ〕．

　　　　C’est　avec　1a　IIIさme　Rξpub1ique　que　nait

（5）

（6）

（7）

（8）

　　I11巳ur　faudエa　aussi　signer　un　aocord　aveo　la　tr6sorerie

g6nξra1e　qui　sヨ。coupera　de　distribuer　1a　paye．　Le呂

《recte皿rs　et1es　tr6soriers　seront　fo㎜色s　po㎜faire　face邑

1・・士・m…l1・・…p・1ユ・・bi1it色・》・・1㎝1・・dξ・1…tio・・d・

Ministさre　de1ヨEnseignement　sup台rieur．

　　Comme　ra　souhg皿6Va1色rie　P6cresse，Minis血e　de

l’Enseignement昌up6rieur，《1’autonomie，o’est　Iヨentrξe　de

l’univeIsit6dans1a　ou1ture　du　r6su1tat》．

　　Un　audit　est　en　couIs　surエコimmobiHer　p肌ision　dont　Ies

r6sultats　pe㎜巳ttront　d巳s巳pencher　sur　le　dossier　de　Paris

6，qui　a廿end　d’avoiI　en　gestion　propre1e　campus　rξnovξ

de　Jussieu．Pour　Corte，le　prob陀me　est　di脆rent＝les

1ocaux　apPartiement昼1’assembIξe　territoriale　de　Corse．

L’Etat　va　devoir　n6gocier，voire　payer，PouI　pouvoir

transfξrer1es　Iocaux主r　Universit6．

　　Le　ministさre日regu35demandes　en　p1us　des　lO

（9）

（10）

dossiors　reca1ξs　po皿2009．A功。皿d’hui，1e　Mini日tさre　ne

se　prononce　pas　sur1e　fait　de　s乱voir　s’il　veut　poursuivre

au印hme　de20Universitξs　par且n　ou　s’i1va　augmenter

1a　cadence．

　　Le　mot　lユniversit6　vient　du　Iatin　σ〃～ぴ就α∫

舳口gな炉。r加榊　　εf　∫cゐ。’αr土伽〃互　qui　dξsigne　色　1’origine　1a

co叩。ration　des　en昌eigmnts巳t　desξtudiants　d’une　mεme

vi11e．　Les　Universitξs　en　Franoe　sont　aujourd’hui

g6nξra1ement　divisξes　en　dξpartements　a03dξmiques，

ξcoles　ou　FacuIt6s　（昼pPelξs　aujo口rdヨhui　Unitξs　de

Fomユation　et　de　Reoherche）．

　　C£M．Mathieu，《La　rさ。rganisation　d巳1’enseignem㎝t

du　droit　sous1e　Consulat　et　FEmpire　in　D百ジ盾ω∫e∂虐

∂ro打δ　わFoc阯肚6∂召∂F0言f∂ε　Gr伽。b王直　0806－2006リ，

textes　r色unis　par　M．Mathieu，PUG，2007，p．77。
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1’Universit6dont　les　caractさres　nous　ontξt6一ξgu6s

jusqu’主aujourd’hui，notamment倉travers　un　droit

universitaire　dont　1es　bases　constitutionneI1es　sont

encOre　acωelles（mεme　si　la　rξforme　de20071es　a

en　partie　ignor6es）．Ce　modさ1e　est　entr6en　crise主

partir　des　amξes60notamment　en　raison　de　la

vo1ont6de　massification　et　de《d6mocratisation》des

UniVerSitξS伎angaiSeS（ユ／）．　I1SuSCite　tOujOurS　une

grande　nosta1gie　de　la　paれ　de　！a　communaut6

universitaire．　Ce　qui　conduit註1a　tentation　chez　e11e

de　s’opPoser差1a　R6forme　avec　pouT　seu1prog工amme

1a　sauvegarde　de　ce　qui　reste　du　droit　universitaire　de

la　IIIさI皿e　R6pub1ique－

　　　　La1oi　deユ875va　recrξer　de　v6ritables　Facu1t6s

autonomes　et　ind6pendantes　du　point　de　we　de－eurs

membres．Co㎜e　le　note　Y．Gaudemet，1es
Facult6s　en　France《Pr6cさdent1es　Universit6s》（ユ2〕．

On　ve11ra　que1a1oi　du　lO　ao白t2007，re1ative　aux

1ibertξs　et　responsabi王it6s　des　Un｛versit6s，consacre

1eur　dξclin，　E11es　sont　dot6es　de　王a　personna1it6

m…1・・・…　t・t・td’官t・b1i…m・・t・p・b1i・・；・・

Statut　qui　eSt　COnSidξrξCOmme　une　garantie　de　Ieur

autonomie　et　de　1’ind6pendance　des　professeurs

d’Universitξs．Pour　les　m§mes　raisons，sont

supprim6es　en　1888　1’Inspection　g6n6raIe　et　Ia

notati．on　des　professeurs　d’Universitξ．　La　grande－oi

d・ユOj・i11・t1896（・d・pt6…　it・・…　pP・れ

Poincarξ）d餉nit1es　rapPorts　entre1’UniveTsit6et　les

Facu1t6s；I’Universitξest　congue　seu1ement　comme

un　regroupement　de　Facu1tξs，E－1e　se　voit

cependant　accorder　la　persoma1itξ　morale．

L’in刊uence　de正a　r6f1exion　sur1’Universitξauemal］de

est　ce村aine．　Cette　Universitξinspir6e　par　Ies　idξes

de　Von　Humbo1dt　et　de　Fichte　avait　ainsi　mis　en

avant　le　principe　selon1eque1－a1ibert6de　recherche

et　d’enseignement｛mpHquait　que1es　pro危sseurs

d’Universit6puissent　s’administrer　eux－mεmes．

　　　　L’Universit6r6pub1icaine　est　dot6e　de　moyens

consid6rab1es　　par　　1’Etat　visant　主　　nユettre　　主　　sa

disposition　un　patrimoine．Ce　programme　auque1

participent　les　vi1Ies　se　traduit　notamment　par1a

r6a1isation　ou　ragrandissement　de　b倉timents

universitaires（Par　exemp1e，constmction　autour　de

1a　Chapene　de　RicheIieu　de　l’ac血eI　b会timent　de1a

Sorbonne　　ゑ　　Paris）．　Les　　pouvoiTs　　pub1ics

encouragent　par　ail－eurs　une　pohtique　de　legs　et　de

donations．

　　　　Surtout，主travers　Ies　grandes1ois　du　demier

quart　du　XIXさme　siさ。le，se　mettent　en　p1ace　certains

principes　qui　seront　reconnus　comme　ayant　va1eur

c㎝stitutiome11e　sous1a　Vさme　R6pub1ique．I1s’agit

de　principes　dits《Principes　fondamentaux　recomus

par1es1ois　de1a　R6pub1ique》sanctiom6s　par　le

Conseil　d’盲tat　et　le　Consei1constitutiome1et　qui

s’imposent　au　16gislateur．Deux　principes　sont主

nOter：

　　　　一　1e　principe　d’ind6pendance　des　professeurs

d’UniVerSitξ

　　　　一Ie　monopoIe　de　Ia　coIIation　des　grades　et

dip16mes　nationaux．

　　　　On　ve皿a　que1a　nouve11e　autonomie　consacr6e

par　la　loi　du　／O　aoit　2007　re1ative　aux　1iber士ξs　et

responsabi1it6s　des　Universit6s　menace　surtout

l’effectivit6　du　pre1丁ユier　principe；ce1a　d’autant　plus

aisξment　qu’e11e　n’a　pas6tξsoumise査un　contr61e　de

constitutio㎜a1it6aprさs　son　vote。

（ユエ）　En1938，les　Universit6s　en　Fr㎝ce　comptaient60000

　　　6t・dia・ts；c・ch冊ep日sse主300000・・ユ968畳

　　　ユ5ユ5000　白　1a　rontr60　200ユー2002．　Au　dξbut　des

　　　am色es2000，onviron500000ξtudiants　suivaient　un

　　　cursus　de1ettres　et　de　sciences　hum且ines，350000en

　　　ホ。it巳t　en　sciences6oonomiques，un　peu　plus　de200000

　　　en　sciences　etユ40000dans　Ie　seoteur　de1a　sant6．

（ユ2）　Y，Gaudemet，《Les　bases　oonsti加tionne一一es　du　droit

　　　・・i・…it・i・・》，㎜P，洲一2008，P．681．
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B　L’age　de　la　r6forme．

　　　　Une　red餉nition　du　rξgime　des　Universit6s　aura

1ieu　au20さme　siさ。le　avec1a　loi　dite《E．Faure》du

12・…mb・・ユ968・t1・1・idit・《S・…y》d・26

janvier　1984　avec，査　chaque　fois，pour　objectif

1’a㏄rOiSSement　de1eur　autOnOmie．

　　　　L‘artic1e3de1a1oi　du　12novembre1968

d6signe　les　Universit6s　comme《desξtablissements

pub1ics　主。aractさre　scientifique　et　cu11■口＝el，jouissant

de　1a　persomalitξ　morale　et　de　1’autonomie

丘nanciさre》．E11es　groupent1es　anciemes　Facu1tξs

dξSign6eS　nOuVenement　COmme　《deS　unitξS

d’enseignement　et　de　recherche》　q1ユi　peuvent

6ventuelIement　recevoir　le　statut　d’6tab王issement

pub1ic主。aractさre　scientiique　et　culturel　ainsi　que　les

Se岬iCeS　COmm㎜S主CeS　unit6S（13〕

　　　　La　notion　d’6tab1issement　pubIic　（EP）　est

complexe．　C’est　U皿　proc6d6　emp1oy6　depuis

1ongtemps　en　France　pour　les　sewices　d’Etat

（6tab1issements　nationaux）　et　pour　Ies　sewices

des　d6partements　et　communes　（6tablissements

1OCauX）qui　ViSe主1eur　dOmer　une　Certaine

autonomie－Dans　le　premier　cas，on　parle　de

d6centra1isation　fonctionneI1e，；dans　le　second　cas，

de　d6centralisation　te皿itoria1e．　Les　EP　sont　des

persomes　mora1es　de　droit　pub1ic．Ce1a　a　po皿

。ons6quence　que　1es　d6cisions　prises　par　leuIs

diIigeants　（par　cxemp1e，1e　pr6sident　d’une

Universit6）sont　des　actes　d’autoritξs　administratives

susceptib1es　de　recours（notamment1e　R王P）et　que

1e　perso㎜e1attach舳un　EP　peut　avoir　la　qua1itξde

fonctio㎜aires．Les的nds　d’un　EP　ont1e　caractさre

de　deniers　pub1ics－　On　　1es　distingue　des

6tab1issements　d’utilitξ　pub1ique　qui　sont　des

groupements　privξs　ne　g6rant　pas　un　sewice

pub1ic（14〕．Les　Universitξs，malgrξ1eur　appenatiOn

sp6ci丘que，doiventεtre　rattachξs　au　sens　mat6rie1主

1a　　cat6gorie　　d’EP　　administratifs，charg6s　d’un

Se岬ice　public　administratif　et　dono主㏄titre　soumis

査un　r台gime　de　droit　pub！ic　pour　l’essentieパユ5〕．

　　　　Le　caractさre　d’EP　　exp1ique　leur　identit6

《co叩。rative》（Hauriou）qui　les　condui縦repr6senter，

g6rer　et　d6fendre　Ies　int6rεts　proPres　主un　groupe；

en　ro㏄urrence1esξ血diants　mais　aussi1es　membres

du　co叩s　enseignant　et1es　personne1s　adminis前atifs．

Ce1a　just冊e1’61ection　d1une　partie　au　moins　des

instances　dirigeantes　qui　auront　1e　pouvoir　de

d6te㎜inereuX－mεmeS1e　Sta耐de1’inSti血tiOn．

　　　　La　loi　du12novembre1968marque　me

rupture　dans1’enseignement　frangais　en　intξgrant　des

rlvlndilationldemai68，nota㎜lnt1apa廿icipation

主1a　gestion　des6tab1issements　de　tous　les　acteurs　de

1’enseignement．Ainsi，1’article！2prξvoit　que《一es

6tab1issements　pub1ics主。aractさre　scientifique　et

culturel　sont　administr6s　par　un　consei161u　et　dihg6s

P…皿p・ξ・id・・tξ1・p・・・・・・…il》．Etl・・dit・

（13）

（ユ4）

（ユ5）

　　La　divisi㎝en　quatr已Faoultξs　est　abando㎜ξe　et1es

Universit6s　des　gπ㎜des　viIles　sont　divisξes　en　p1usieurs

6t旦bIissements　publics　dont　le　nom（UniveTsit6de　Paris　I－

P日nth6on　Sorbonne，Paris　II－Assas，Paris　III，etc　－

Tou］ouse　I，Toulouse　II．．．）　d6signo1o　site　gξographique

○亡　eI1es　sont　insta11色es．　Co　ウPe　de　sites　regroupe

p1usieurs　fi1iさres　d’enseignement　univ巳r呂itaire．

　　AdeLaubadさre，〃α旋ゐ沙。土止α∂m棚∫f〃ガ，t．！，

1980，p．215．

　　Il　existe　aussi　des　色tab1issements　d’enseignement

supξrieur　ayant1巳statutξt3bIissements　pubIios査。aractさre

industrieletco㎜erci日1（E．P．1．C．）．LesE．P．1．C．呂。nt

des　persomes　morales　de　droit　publio．Mais　i1s

s’oppose1］t　aux　E．P－A．en　ce　que1a　part　de　droit　p士ivξet

de　compξtence　judioi乱ire　est　beaucoup　Plus　impo施nte．

L’exercice　de　Ia　tute11eξcommiquo　et丘nanciさre，p－us

soup1e　dans1es　E．P．I．C．que　dans1es　E．P．A．，s’effeotue

habitue1Iement　par　l’entremise　d’un　oommis呂aire　du

gowemement　dξsignξ　p趾　1e　ministさre　dont　re一さve

1’6tabIisselment．

　　Deux6tablissement昌d’enseignement　sup6rieur　ont　Ie

statut　dヨEPIC　en　vertu　de　leur　d6cret　de　or6ation＝

一1’6cole　nationa1e　supξrieure　de　or色ation　industrie11e，

一1’ξco1e　nationa－e　supξrieure　des　m色tie工s　de　rimage　et　du

SOn（eX－FξmiS）

一23一



日仏修好150周年記念国際シンポジウム 地域における大学の役割一地方分権化と知の役割

。onseils，se1on　I’artic1e13，《sont　compos6s，dans　un

esprit　de　participation，Par　des　enseignants，des

chercheurs，des　ξ血diants　et　par　des　membres

d・p…㎝・・1・・・・…ig…t》．I1…t・q・・

1’ind6pendance　des　enseignants　est　prξserv6e　gr盆。e直

1eur　surreprξsentation（15〕．　Ainsi1a　mpture　avec1es

bases　constitutio㎜e11es　du　droit　universitaire　n’est

pas　consommee・

　　　　I1　faut　nOter　que　1eS　UniVerSitξS　en　tant

qu’institutions　sp6cia1isξes　sont　rattach6es　主　une

・・1王g・ti・it6p・bIiq・・t・nit・・i・I・…　1’・㏄・平㎝・・

1’Etat．Mais1’artic1e8iistaure　un　rappo廿av㏄

1’6・h・1…ξgi…1（・t・㎝1・・6gi㎝）・・i・・t・・…t・・

《Conseil　rξgiona1de　I’enseignement　supξrieur　et　de

1a　recherche》　ayant　un　r61e　consultatif　o7〕．　Ces

consei1s　comprennent　des　repr6sentants61us　des

Universitξs，des　reprξsentantsξlus　desξtab1issements

d’enseignement　sup6rieur　et　de　recherch』

ind6pendants　de　ces　Universit6s　et，Pour　un　tiers，

des　persoma1it6s　extξrieures　repr6sentatives　des

CO11eCtiVitξS工0CaleS　et　deS　aCtiVit6S　r6giOna1eS．

　　　　Concemant　Ies　ressources丘nanciさres，seIon1es

aれic1es26　et27，1es　Universitξs《disposent，pour

1’a㏄omp1issement　de1eur　mission，des6quipements，

personnels　et　cr6dits　qui　leur　sont　affectξs　par

l’盲tat》．Mais　i互s　disposent　en　outre　d’autres

ressources，Provenant　notamment　de1egs，donations

et　fondations，r6mun6rations　de　se岬ices，fonds　de

concours　et　subventions　diverses．　La1oi　de自nances

丘xe　le　montant　des　cr6dits　de地nctiomement　et

d’的uipement　qui　sont　attribu6s註。haque　Universitξ

par1値tat．En　pratique，le　ministre　de1値ducation

nationale　d61さgue　全　chaque　Universitξ　un　crξdit

g1oba1de　fonctio㎜ement　r6partit　en　cr6dits　de

fonctiomement　et，1e　cas　6chξant，en　cr6dits

d’的uipoment，Cette　dotation　（DGF）　constitue

l’essentie1des　ressources　des　Universit色s　en　France

aujOurd’hui　encore一

　　　　La　loi　dite《Savary》du26janvier1984a6tξ

co（1ifiξe　en2000pour　intξgrer　le　Code　de丘’6ducation

jusqu’さ1a　rξforme　de2007qlli　modi丘e　certains　de

ses　a廿ic1es．La1oi　du26janvier1984coni㎜e　le

statut　d’6tablissement　pubIic　des　Universitξs，

apPe16es　dξso㎜a1s《ξtablissements　publics註

・・…tさ・…　i・・ti自q・・，・・1t…1・t　p・・f…i・m・1》

（EPSCP）o呂〕．　Leur　particularit6　est　de　b6nξ丘。ier

d’㎜e　autonomie　renfbrc6e．Celle－ci　se　manifeste

pa「：

　　　　一1’盆utonomie　statutai工e1une　bome　part　de1a

vie　de　chaque6tabIissement　est埣gie，non　par　des

textes　g6n6raux，mais　par　des　statuts　adop始s　par　le

（！6）

（17）

　　Selon　l’a血icle　13，《L日repr6sentation　des　enseignants

exer亨ant　1es　缶。nctions　de　professe皿，maitre　de

OOηfξrenOeS，maitre－aSSiSta］1t　Ou　CeneS　qui1eur　SOnt

assimilξes　doitε打e　au　moins6ga1e白。eue　d巳sξtudiants

dans　les　org㎜es　mixtes，comeils　et　autres　organi呂mes　o心

ils　sont　assooiξs－　La　reprξsentation　des　enseignants

exergant1es　fonctions　de　professeur　ou　maitre　de

oonf6rences　y　doitε血e　au　moins6galeら60％de　celle　de

l’ens已mbIe　des　enseignants，sauf　d台rogation　approuv色e

par1e　ministre　de　l’ξduoation　nationale　aprさs　avis　du

conseil　nationa－de　Fenseignement　s1ユp色rieur　et　de　la

recherche》．

　　Selon　l’articIe　8，《ces　conseils　contribuent　dans　leur

resso廿　　自　1a　prξvision，主　Ia　coordination　　et　自　　1a

programmation　de　l’enseignement　supξrieur　et　de　Ia

　　　reoherche　reIevant　du　ministre　de1ヨ色ducation　natiomle．

　　　I1s　do㎜ent1eur　avis　sur　les　programmes　et　s皿リes

　　　demandes　de　cr6dits　des　Universit6s　et　de日　autr巳昌

　　　色tablissements　publios自。ar乱。t色re　scienti丘叩e　et　cu1位IreI

　　　deCereSSOrt》．

（王8）　Outre　les　Universit6s，ont1e　statut　dヨE．P．S．C．P：

　　　一1esξco1es　et　instituts　ext6rieurs　aux　Universitξs（Par

　　　exemp1e　Ies　Instituts　nationaux　de　sciences　apPliqu色e昌，I．

　　　N．S．A．），

　　　皿1esξco1es　no㎜日1es　sup6rieures，

　　　一IeS6CO1eS廿angaiSeS邑1，ξtranger，

　　　一1es　grand昌　ξtabHssements　（a廿icle　L　7ユ7－1），

　　　ξtabhssements《主　dξrogation》　bξn6fioi乱nt　d’un　statut

　　　pa村iculier　par　d6oret　pouvant　d6roger　査　　certaines

　　　dispositions1色gis1atives．
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conseiI　d’administration．

　　　　一de　larges　pouvoirs　de　d6cision　en　matiさre

p6dagogique　et　scienti自que

　　　　－mCOn村61einanCierαρ0Sfe・j0れ．

　　　　Le　r6言e　des　Universitξs　estξ1argi，sans　doute，

de躰。n　excessive．Ainsi，elles　doivent　pe㎜e廿re

1’a㏄roissement　du　nombre　des　6tudiants　et1a

supPression　　　des　　　obstac1es　　　主　　　1’accさs　　　aux

enseignements　supξrieurs　des　enfants　apPartenant　aux

catξgories　sociales　1es　moins　曲voris6es．Le

16giSlateur　met　iCi　en　aVant　le　SOuCi　de

dξmocratisation　et　de　pro危ssionna1isation　de

l’enseignement　sup6rieur．Les　Universitξs　font　en

outre　partie　d’un　《se岬ice　de　renseignement

supξrieur》qui　comprend1’ensemb1e　des　fo㎜ations

postsecondaires　re1evant　dcs　di脆rents　d6partements

minist6riels．　Or，ce　semice　pub1量。　doitεtre　intξgr6

合　Ia　p1ani丘。ation　nationale　et　r6giona1e，Pour　1ui

pemettre　de　concourir査1a　po1itique　de　l’emp1oi，邑

1’am6nagoment　du　te皿itoire　et主1a　r6alisation　de

l’1ga1it61ntrllelhOmmelet1elfl㎜ll．

　　　　Les　dispositions　re1atives査王’organisation　inteme

des　Univeエsit6s　modi丘ent　le　nombIe　de　consei1s

centraux　en　augmentant1eur　nombreδe　deux主trois：

consei1dヨadministration，consei－des61■ldes　et　de　la

Vie　uniVetSitaire　et　COnSeil　SCientiique（ユO〕．

　　　　C’estえ1’occasion　de　l’adoption　de1a1oi　Savary

que1e　Consei！constitutionnel　rend■a　sa　d6cision　du

20janvieT　1984　sur　1e　principe　d’ind6pendance　des

pro拮esseurs．　Cette　dξcision　critique　les　dispositions

de　1a　－oi　de　1984　qui　ne　donnent　pas　de　garanties

sufasantes　pour　prξse1ver　une　te11e　ind6pendance．

Ce1a　conduit　玉e　Conseil　constitutionne1主　re～ser

1’abrogation　des　dispositions　de　1a　1oi　de　ユ968

concemξes．Il　estime　que　cette　ind6pendance

・・pP…《・・…p・6…t・ti・・p・・p…t・・th・・tiq・・

dans1es　consei1s　de1a　communautξuniversitaire》．

I1dξclare　contraire主1a　Constitution1’instauration

d’un　　co11台ge　　6王ectora1　unique　dans　lequel　les

pro帖sseurs　seraient　minoritaires．Un　teI　systさme

m・・・・…it《1・1ib・・・・…i・・d・・…p・干・・bilitξ・q・i

leu■　sont　at忙ibu6es．．．》．　Dさs　1ors，1’ind6pendance

des　enseignants　doit　etre　prot696e　non　seu1ement　vis一

色．vis　de　1値tat　mais　aussi　vis一圭一vis　d’autres

此rces　extξrieures　主　1’Universitξ　exprimant　des

solidarit6s　poIitiques，syndica1es　e士　6conomiques．

La　repr6sentation　et　la　pa1けicipation　de　ces　ibrces

a㏄me　par　la1oi　de1984mais　pIus　encore　par　Ia

湖。㎜e　de2007pose　bien　la　question　de1a　smie

de　l’ind6pendance　des　enseignants　et　du　principe

d’autOgeStiOn　qui　en　eSt　Ie　COrO11aire－

　　　　En丘n　1a　loi　de　ユ984　veut　am釧。rer　la

gouveman㏄　des　Universitξs　en　choisissant　de

ren施r㏄r　1a　pr飴minence　du　prξsident　de

1’U－niversit6；ce1a　au　risque，1主　enc01＝e，de　remet1〕re

en　cause1e　principe　d’ind6pendance　des　enseignants．

Ainsi，le　pr6sident　d’Universit6est　d6somais61u　par

1es　trois　conseils　r6unis　en　assemblξe，主1a　majorit6

abso1ue　des　membres　en　exeroice　de　ce11e－ci．On

doit　remarquer　qu’i1n’est　pas　ob1igatoire　que　ce1ui－ci

soit　choisi　parmi　les　pT0fesseurs．　Les　seules

…diti…主．・・mpli・…td；εt・・《・・・…ig…t－

chercheur　pe㎜anent，en　exercice中ns1’universit6，

・td・mti…ht舳・・g・i・・》；1・g・・d・d・p・・f・・・…

n’est　donc　pas　impos6．La　loi　a㏄orde　d’importants

pouvoirs　au　prξsident　d’Universitξ．　En　ve耐ユde

l’artiole　25，i1dirige　王’Universitξ，et屯　ce　titre，

conclut1es　a㏄ords　et　conventions，ordomance　les

recettes　et　1es　d6penses，Pr6side　1es　trois　consei1s

dont　i1　pr6pare　et　ex6cute　1es　dξ1ibξrations，et　a

（19）　La　rξpaれition　des　siさges　au　sein　du　conseil

　　　d’administration　se　d6compo呂e　ainsi1

　　　　－40主45％　de　repr6sentants　des　en冨eignants＿chercheurs，

　　　des　enseignants　et　d巳s　cheroheurs；

一d・20倉30％d・p・・s㎝nalitξ・・xt色ri・…s；

一de20倉25％derepr6s巳ntantsdヨ6tudiants；

一d・工0身15％d巳・・p・6・e・t・ηts　d・・p・・so㎜el・

administratifs，tech］ユiques，ouvriers　et　de　sewi㏄．
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autorit6　sur　1’ensemb1e　des　persome1s　de

I’6tablissement．

　　　　Les　tendances　relevξes　dans　la1oi　deユ984vont

ε廿e　renforc6es　avec　la　loi　n02007一王199du　lO　ao自t

2007，relative　aux　libertさs　et　responsabi1itξs　des

UniVerSi始S．

l1　Les　r1sques　de　l’autonomie　nouvelle、

A　La　fin　de　l’autonomie　disciplinaire

　　　　La1oi　du　lO　aoit2007，reIative　aux1ibeれ6s　et

responsabilitξs　des　Universitξs　n’est　pas　seulement

1’aboutissement　de　tendances　propres　au　contexte

盆aηgais．La　recherche　d’une　autonomie　qui　passe

par　une　gouvemance　pr6sidentie11e　et　l’a㏄roissement

des丘nancements　priv6s　se　retrouve　au　sein　de

respace　　europ6en，voire　　au－de1主，au　　Japon　　par

exemple．Ainsi，en　Grande－Bretagne，1’autonomie

est　trさs　large．　Dirig6es　aussi　bien　par　des　chefs

d’entreprise　que　pa工　des　enseignants　cbercbeurs，les

Universitξsξlaborent　Ie　contenu　des　enseigncments，

dξcident　des　nouveaux　dip16mes　et　arbitrent

1ibrement　sur　］e　sort　des　d印a廿ements

d’enseignement　ou　de　recherche．人1a　diffξrence　de

1a　France，1es　Universit6s　britamiques　sont

proPri6taires　de　tous1eurs　biensく！o〕．Le　recmtement

et1a　r6tribution　de　personneis　sont王ibres．　La　seu1e

condition　　de　　cette　　quasi－ind6pendance　　est　　1a

suivante：respecter　1’ξqui1ibre　budgξtaire，　Toutes

1es　sources　de丘nancement　sont　pe㎜ises1dons，

1egs，fondations，mais　dさs　Iors1es舟ais　d－inscription

sontξ1evξs．En　Espagne　et　en　Ita1ie，1’autonomie

des　Universit6s　est　inscrite　dans1a　Constitution．　Les

ξtab王issements　　jouissent　　d’une　　autonomie

administrative（1ibert6de　recmter　du　persome1）et

p6dagogique（1毛tat　r6g1emente　seu1ement王a　mise　en

place　des　titres　universitaires）l

　　　　I1reste　que1a1oi　du　lO　aoit2007，en　rejoignant

ce　mouvement　g6n6ral　de　r6fome，Porte　en　e11e　un

risque　spξci丘que　qui　menace　une　tradition　bien

丘angaise：1’autonomie　discip1inaire（li6e　au　principe

d’indξpendance　des　pro自esseurs　d’Universit6）．

　　　　POur　comprendre　ce　risque，iI　勉ut　d’abord

prendre　acte　du　d6c1in　des　discip1ines　elles－mεmes．

Re1isons　Heidegger　dans　sa　con捲rence　Qu’est－ce

que　la　m6taphysique？” iユ929）：《Les　domaines　des

sciences　sont　trさs61oign6s1es　uns　des　autres．　Leur

fagon　de　traiter　1eurs　objets　est　radica1ement

di脆rente．　Ces　discip1ines　mu1tip1es　et　dispersξes　ne

doivent　aujourd’hui1eur　cohξsion　qu’主　r　organisation

technique　des　Universit6s　et　des　Facult6s　et　ne

gardent　leur　signi衛。ation　que　grace　自　1a　finalj始

pratique　des　discip1ines　mεmes－Par　contre，

I’enraCinement（1eS　SCienCeS　danS1eurわndement

essentiel　es重bjen工nor士》．

　　　　En　d’autres　mots，Ies　discip1ines，en　devenant

purement　techniques　ou　positives，ont　perdu　leur

fondement　thξorique．一 dHes　se　sont　multipH6es　et　ne．

COnSerVent　1eur　uni始　　qu’主　traVerS　l’OrganiSatiOn

corporative　des　Facult6s　et　des　Universit6s．　Ainsi，

1es　d三scip1ines　juridiques　　sont　a功。urd’hui　fort

nombreuses　et　purement　pratiques，se　dξve1opPant

selon1es　besoins　du　march6ou1’ξvolution　des

sciences．Dさs1ors，e11es　ne　trouvent　un　fondement

commun　qu’主travers　la　su岬ie　des　Facultξs　de　droiξ

（qui　rassemblent1es　juristes　et　organisent　des

co11oques　dits　interdiscip1inaires）．Mais　a1ors　ces

disciplines　n’ont　p1us　de　vξritab－e　eI1racinement

th6orique　te1qu’il　peutεtre　fom1i　par　exemp1e　par

1’histoire　ou　1a　phi1osophie　du　d工。it．　E11es　ne　sont

（20）　La　Ioi　de2007prξvoit　que　le昌Univefsit6s丘angaises

　　　ont　ia　possibihtξ　de　devenir　propri6taiエ巳s，自　titre　gr乱tuit，

　　　des　biens　mobiliers　et　immobiliers　appa廿巳nant主1泊tat　qui

　　　1巳1山　sont　affectξs　o1ユ　mi日　査　disposition．　Ces　bien昌，

uti1is6s　pour　des　missions　de　selr“ice　pub王io　peuvent

ensuit日制rol’objetd’uneconventioncr色antdesdroits

r6e1s　entre　rU1］iversit色et　de昌tiers．
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p1us　des　discipl｛nes　mais　des　techniques，

　　　　Ce　d6c1in　des　disciplines　fait　apParaitre　1e

caractさre　dξsuet　des　Facμ1tξs　qui　Ont　pe「du　1eu「

1ξgitimit6propre，ce11e　prξcisξment　d’incamer　et　de

d6fendre　　　de　　　v6ritab1es　　　discip1ines．　La

pr6sidentiaHsation　de　l’Universit6　peut　donc　se

d6ve1opper　sans　obstac1e，au　d6triment　des　Facultξs；

cela　au　nom　de1’id6e　de　mei11eure　gouvemance　des

Universit6s．　Cette　pr6sidentia1isation　est　d’autant

p1us　in6vitab1e　que　les　Facultξs，d61色gitimξes，ne

sont　plus　en　mesure　d’assurer　une　gouvemance

ef行。ace　au　moyen　de　l’autogestion　traditiome11e．

On　comprcnd　a1ors　que1a1oi　de2007ignore1es

Facu1tξs　et　menace1’ind6pendance　des　enseignants－

chercheurs；une　ind6pendance　dont　i’ef遣ectivit6ξtait

1i6e　主　1a　n1ise　en　oミuvre　de　1a　co11ξgia1it6　par　ces

mεmes　Facu1tξs．

　　　　Prenons　ici　que1ques　exemp1es　tirξs　de1a　loi　de

2007qui　sont　en　mεme　temps　des　objections　contre

1a　constitutioma1it6de1a1oi（atteintes　au　principe

constitutio㎜e1de1’ind6pendance　des　professeurs

d’Un｛VerSit6）

　　　　一〇n　peut　s’interroger　sur　Ia　possibiht6　de

pe㎜ettre主une1isteξ1ectorale　consti血6e　en　vue　de

d6signer　1es　diffξrents　conseils　de　l’Universit6

d’・・・・…《1…p・6…t・ti・・d・・g…d・…t・…d・

fo㎜ation》；ce　type　de1iste　ne　peut　respecter

l’・・ig・・…　㎝・ti耐i・㎜・11・d’u・・《・・p・6…t・ti・・

authentique　des　proたsseurs》sauf倉tenir　compte　de

la　structure　des　Facu1t6s　et　donc　des　grandes

discip1ines　de　savoir一

　　　　一〇n　peut　aussi　critiquer，de　ce　point　de　vue，

1’attribution　d’un　d1＝oit　de　veto　au　pr色sident　de

1’Universit6sur　l’affectation　de　toutes1es　cat6gories

de　persome1enseignant（sauf1a　premiさre　a揃ectation

des　persome1s　recmtξs　par　concours　d’agr6gation　dc

I’enseignement　supξ工ieur）；cela，d’autant　p1us　que

1e　pr6sident　peut　ne　pas　apPar士enir　au　coTPs　des

professeurs　ou主。e1ui　des　maitres　de　confξrences

（art．L712－2，Code　de1拍ducation）．

　　　　一〇n　remarquera　que　1a　disparition　des

lo㎜illion1dl　lp1cialiltelξ1uel　par111　Fa1u1tll

correspond　avec　1a　行n　de　1a　possibi1it6　pour　ces

demiさres　de　choisir1a　p1us　grande　partie　des

enseignants－chercheurs．Ces　commissions　sont

remplac6es　par　des　《comit6s　de　s61ection》

composξs　par　moitiξd’universitaires　extξrieurs主

1’細b1issement．Les　membres　des　comit6s　sont

choisis　par1e　pr6sident　de1’Universit6en　fonction　de

1eurs　compξtences．Les　comitξs　rendent　un　avis

motivξque1e　conseiI　d’administration《transmet》au

ministre　sous　r6serve　de　《1ヨavis　d6favorable》

duprξsident　（art．L952－6－1）　［avis　quipeut

seu1ement　faire　robjet　d’un　REPコ．

　　　　一Le　pr6sident　peut　recmter　des　agents

contractue1s　pour　une　dur6e　dξtemin6e　ou

ind6te㎜in6e　a丘n　d’assurer　des　f㎝ctions　techniques

ou　adminis廿atives　mais　aussi　des　fohctions

d’enseignement，de　　recherche．Cependant　　ce

demier　r㏄mtement　ne　peut　intewenir　qu’aprさs　avis

du　COmit6de　S61㏄tiOn｛2ユ〕．

　　　　一En丘n，i1孕ppartient　au　conseil　d’adm㎞stration

de　d6finir　1es　principes　gξn6raux　de　rξpartition　des

ob1igations　de　se岬ice　des　persomels　enseignants　et

de　recherche　entre　les　di茄6rentes　activitξs　et　missions

（art　L　952－4）、　Un　projet　rξcent　de　d6cret

modifiant1e　d6cret　stal］ユtaire　de1984prξcise　que　ce

conseil《欣eξga1ement　les的uiva1ences　horaircs

・pPli・・bl・・れh・・…d・・・…ti・it6・・i・・i－ 早E・1・…

modalit6s　pratiques　de　d6compte》（art．4II）．Cette

disposition，1主encore，semble　contraire　au　principe

d’ind6pendance　des　professeurs　d’Universitξou　du

moins　dif行。i－ement　inte㎎r6table　en　ve血1de　ce

P・i・・ip・（！2〕

（21）　I1色ut　noter　qu巳一es　Universit6s　ne　pe1ユvent　or6er　pa工

　　　e11es－mεmes　des　emplois　de　fonotiomaires　car1乱ma呂se

salari31e　et　le　nombre　d’emp－ois　sont　p13fonnξs．
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　　　　Ainsi，1’autonomie　que1a　r6fo㎜e　de2007est

㏄nSξe　a㏄0rder　auX　UniVerSit6S，faVOriSe　une　f0㎜e

de　prξsidentialisme．Redist［ibuant1es　pouvoirs直

1’in愉ieur　des　6tabIissements　au　bξn餉㏄　des

prξsidents　d’Universitξ　et　de　leu工s　consei1s

d’administration，1a　loi　condamne1es　Facu1tξs倉un

r6－e　subalteme．El－e　programme1a　r6gression　de1a

oo116gia1it6　mεme　s’il　faut　admettre　que　ses

dySfOnCtiOmementS（lenteur，1OCa1iSme　faVOriS6…）

exig亨aient　qu’e1Ie　soit　amξnag6e－Dさs　lors，

1’effectivit6de　l’autonomie　disciplinaire，9arantie　par

les　Facu1t6s，est　bien　menac6e．

B　Le　d6sengagement　financier　de　l’Etat

　　　　L’autonomie　des　Universit6s　est1argement　une

fiction　tant　quヨe11es　ne　disposent　pas　de　ressources

propres　suf丘santes－　Or　les　Universit6s丘angaises

dξp・・d・・t岬・2／3d・1…b・dg・t（h…1…1・i・・

des　personneIs）du丘nancement　de1値tat．C’est　le

cas　aussi　dans　la　p1upa廿des　pays　europξens．　Les

行mncements　pub1ics　pさsent　prさs　de　80％　des

ressources：seuls　cinq　　pays　　（Pologne，Chypre，

Lituanie，Bu1garie，Lettonie）　sont　en　de紬du　seuiI

des　70％．　Les　Etats　en　gξnξra1n’entendent　pas

dimimer1es　financements　pub1ics　qui　reprξsen隼nt　en

moyenne王．14％　du　PIB，！．3％　du　PIB　pour　la

France　et　au　Japon）．　C’est　le　cas　de　IaFrance　pour

les5am6es　au　moins　qui　suivent　l’adoption　de1a　loi

de2007（鴉〕．

　　　　Il　reste　que1a　France　est　un　des　pays　europξens

d㎝t　les　d6penses　a㎜ue11es　par6血1diants　sont

re1ativement　faib1es：10068＄　en　2004　soit　en

dessous　de1a　moye㎜e　OCDE（ユ1，ユOO＄en2004）．

D’un　autre　c6t6，1a　part　des賃nancements　priv6s　en

France　est　bien　en　dessous　de　la　moyeme・OCDE

（qui　est　de24．3％en2004）．　Ce1a　est主。omparer

・…1・J・p…　t1・・官t・t・一U・i・d・・tl・p・廿d・・

financements　privξs　est　supξrieure主60％en2004．

　　　　On　comprend　dさs　lors　que　la　loi　de2007tente

de　favoriser1e　fimncement　privξdes　Universit6s（主

dξfaut　d’augmenter1es　droits　d二inscriptionジ別〕．Et，

dさs　lors，on　　peut　s’a廿endre　　査　　ce　　qu’un　　teI

finanoement　soit　apPe－6dans　l’avenir色。ompenser　un

dξsinvestissement　de帷tat，ou　du　moins査supP16er

1’incapacitξ　de　1’Etat　主　aider　1es　Universit6s

丘angaises　主　rattraper　leur　retard　par　rapPor士　aux

autres　Un三versitξs　europ6emes　p王ac6s　de　facto　en

SituatiOn　de　COnCu皿enCe　aVeC　e11eS．

　　　　La　r6fome　de2007a　ainsi　mis　en　pla㏄des

inlt㎜entl　de丘nanClment　nOuVlauX1O㎜1111

fondations　　　universitaires　　　et　　les　　　fondations

P・廿・…i・1・・（・廿i・1・28d・1・1・idu！O・・枇

2007）〔15〕　　Ce11es－ci　　doivent　　penmettre　　1e

d6velopPement　d’activit6s　d’int6rεt　g6nξra1avec1e

soutien　et三a　coopξration　du　monde6conomique

grace　主　un　　rξgime　丘scal　favorable（20〕

Actue1－ement，1a　moitiξdes　Universitξs肋ngaises

ont　des　projets　de　fondations　universitaires　et　cinq

（22）

（23）

　　Sur　oes　objections　色　1a　constitutionnaIit6　de　la　loi　de

2007，voir　notamment，Y．Gaudemet，《Les　b朋巳s．．．》，oρ．

誠．，p．694　et　F－X　Fo廿，《Une　色volution　en　demi－

teinte　pour　1es　Universitξs》，工α　∫εmα肋ε　J〃励ψε．

ノdm肋三∫か0れ0刑∫　　εf　Co”直。士～κ6∫　　胞rr〃。れα互εs，no43，22

octob・e2007，P．2278．

　　L’ξ1aboration　du　projet　de　loj　re1atif　aux　Iibe村6s〔1es

Universit6s　est　anξe　de　pair　aveo1’a㎜㎝ce，dξs1a

dξc1町ation　de　politique　g6n6rale　du　Premier　ministre，le3

juiuet2007，d’une　hausse　du　budget　de　lヨenseignement

sup色rieur．　Cette　annonce　a　d6bouoh色s1］■la　signature，1e

28mvembre2007，d’un　protoco1e　oadエe　pour　la　r6ussite

　　　des　Universitξs巳ntre1e　Premier　mini日tre，王a　Ministre　de

　　　I’enseignement　supξrieur　et　de1a　recherohe　et1e　premier

　　　vice　pr6sident　de　1a　Confξrence　des　prξsidents

　　　dヨuniversit6，aux　termes　duqueI　1e　budget　de

　　　1’enseignement　supξrie11r　舳gme1ユtera　d’㎜　mi11iard

　　　d’euros　par　an　pendant　cinq　an昌　pour　邑tteindre　quinze

　　　mi1／iards　d’euros　en2012．

（24）　Lヨ日付icle　L．719－4　ξnumさre　1es　ressouエ。es　possib1es

　　　des　Universitξs＝vente　　de　　biens，legs，donations

　　　et　fondations，rξmun6rations　de　sewic巳s，droit呂　de

　　　proPri6tξ　inte11ectue1Ie，foηds　de　concours，Pa村icipation

　　　des　emp1oyeurs　et　subventions　diverses．
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devra｛entεtre　crξξes　avant1a　Hn2008．

　　　　Les　的ndations　un三versitaires　ont　une　stmcture

nouve11e　∫〃　9e〃eれ8；les　fon（1ations　de　partenariat

reprement　un　modさle　ancien　mais　qui　n’a　pas6t6

apP1iqu6　aux　Universitξs（刎．　Les　deux　蚊Pes　de

fo皿datjons　ont　un　statut　p1us　simple　et　p1us　adaptξ

que1es　traditiome11es　fondations　d’uti1it6publique

cr鈍es　par　d6cret　en　Consei1d’盲tat　ou　encore　que1es

坦。ndations　d’entreprise　cr6ξes　par　1e　biais　d’une

丘1iale（2呂）．　Les　fondations　universitaires　ont　un

modさ1e　de　fonctiomement　p1us　proche　des

6tab1issements　universitaires　et　ont　moins

d’autonomie　par　rapPort主eux　Ainsi，e11es　n’ont

pas　de　personna1it6　1norale　et　ne　peuvent　pre1］dre

aucun　　engagement　juri〔lique　　vis一直一vis　de　　tiers

sans　1’ava1　de　川niversitξ　Leur　persome1

（fonctionnaires　et　contractuels）re1きve　d’un　rξgime

de　droit　pub1ic．　E11es　app1iquent　les　rさg1es　de1a

comptabilit6pubHque　mεme　si　leurs　statuts　peuvent

pr6voirdesd6rogations．A1’oppos6，lesfondations

partenariales　sont　soumises　au　droit　priv6dans1eurs

relations　avec1es　tiers；enes　emploient　un　persome1

soumis　au　code　du　travail　mεme　si　des　fonctiomaires

peuvent　y　travainer（dans1es　cas　d’uno　mise主

disposition　ou　d’un　cumu1des　activit6s　prξvu　par1．e

dξ…td・2m・i2007）．Eni・，・l1es・pPhqu・・t1・・

rさg工es　de　gestion　et　de　comptabi1itξpriv6e．Lcs

deux　fondations　passent1e　mεme　type　de　march6s

qlljob1illlnt肌1droit1o㎜underUnivlrlit6（lodl

des　marchξs　publics　pour　les　achats　g6n6raux　par

exemple）．

　　　　I1　reSte　que　CeS　inStrumentS　SOnt　aSSeZ

comp1exes主mettre　en㏄uvre　et　ne　peuvent　prendre

en　compte　toutes　les　ressources　aItematives　aux

dotations　　de　　1’盲tat．　E11es　　ne　　sauraient　　donc

pemettre　de　remplacer　ces　dotations亡鵬〕．De　plus，

1e　d6ve1opPement　des　fondations　supPose　que1es

Univerlitξladoptentunl／1u1耐110㎜er1iail／Pour

faire　va1oir1eurs　actions　auprさs　d’entreprises　prεtes主

s’investir　et査s’engager．　Cela　contredit1a　cu1ture

du　se〃ice　pub1io　adminis廿atif　propre　au　modさ1e

miversitaire　rξpub1icain．Par　ai11eurs，1e　risque

existe　que　les　Univers｛tξs1es　moins　visib1es　et

《Perfo㎜antes》n’aient　pas1a　possibi1itξd’a廿irer1es

五nancementsprivξs．

　　　　La　contrepartie　de　cette　ouve血re　au　monde　de

（25）　Dさs　avant1a　loi　de2007，les　Universitξs丘angaiso冨

　　　avaient　d6帖　tentξ　de　mettre　en　place　une　re1ation

　　　parteI1乱ria1巳　avoo　Ies　entreprises　pour　rξpondre　さ　leurs

　　　besoins　tout　en　favorisant1e　d6veloppement6oonomique

　　　T6gioml．Ainsi，1ヨUniversit6de　Bouエgo即e（UB）a，dさs

　　　1985，mi…　　p1・・・・…　t…t…　（舳榊9・ε

　　　腕月刊。fog土ω）destin色de　promouvoir1e《trans£ert　de

　　　t・・㎞舳9i・・》・…1・…t・・p・i・・・・…1o・i…tl・・析…u・

　　　des　org㎝ismes　de　recherch已s　bourguignons．Cette

　　　・t…t…且・・it・t・t・td’…。・i・tio・（1・i1901）j・・q・’査・・

　　　tran冨formation　auユer　j3nv…er2008en　SAS（Sooiξtξpar

　　　altion1imp1畑no㎜1e阯3－F舳．皿3－F舳elt

　　　une冊iale身80％　de1’Universitξde　Bourgogne．　E11e

　　　dispose　d’㎜e　oomptabilit6analytique　et　est　agr6e　au　titre

　　　du　crξdit　imp6t　recherche　et直㏄1ui　d’orgmisme　de

　　　此㎜ation．E11e　intervient　s耐。ut　dans1es　domaine呂de

　　　l’agIo－31imentaiIe，de　l’agro－enviromement，du　bio－

　　　industriel，de－a　m6canique，do　I「ng6nierie．．．I1e昌t　pr6w

　　　que　1o　Co皿seiI　r色giona1　－ui　verse　une　subvention　de

（26）

（27）

（28）

400000εen1］＝e2007et2013dan目1e　c3dre　du　contrat　de

projet．On　peut已stimer　que30％de　la　reoherclユ。畳1’UB

est丘n且nc6e　pa工硯3－F訂｛α王ε．

　　L’乱行ic1e　29　de　1a　工。i　du　lO　aott　2007　6tend　1e呂

rξduCtiOnS　dヨi工np6tS　Sur　1e　reVenu　Ou　Sul＝leS　SOOi6t6S

P・ξ・…p・・1…廿i・1・・200（岬・1・・p日・ti・・li…）・t238

あ三3（pour　les　entreprises）du　oode　gξnξral　des　imp6ts日ux

（lons　faits　aux　fondations　universitai1＝es　et　a皿x　fondations

p舳en趾ia1es・　Cette　mes皿e　ne　n6cessite1a　pub1ioation

d’aucun　texte　rξgIementaire　pourεtre　mise　en　oeuvre．

　　C£　S6mina｛re　de　1a　Con危renoe　des　prξsidents

d’Universitξs（CPU）su工1es　fondations㎜iveIsitaires　et

pa廿enaria1es．Je　reprends　dans1e　par蝦aphe1es　domξe昌

fo㎜iellorldeceS6minair巳．Sitewebde1aCPU．

　　Au　tota／，Ies　Universit6s　peuvent　in呂ta皿er5type呂de

fondations－　I1　　faut　　勾。uteI　　aux　　fondations　　d句劃

mentio㎜ξes　les　fondations　de　cooPξration　scienti丘que

dont　le　statut　est　approuv6p昼r　d6cret　et　dont　l’objet　e昌t　de

mlner主biln㎜progra㎜l11ientiOqul．
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1’・・t・・p・i・・d・itεt・…1・・1・1・id・2007・t1・

Mi・i・tさ工・，r・d・pti・・d’…《・・1血・・d・・台・・1t・t》榊

induite　par1a　LOLF．En　matiさre　budg6taire，les

Universit6s　ont1a　possibi1it6de　recourir主un　budget

g1oba1　qui　s’a㏄ompagne　obhgatoirement　d’une

dot・ti・・d・1値t・tf・i・・nt1’・bj・tdヨun…廿・t

pluria㎜uel．La1oi　de20071ξgalise1ci　une　pratique

administrative　initi6e　dさsユ989．　C’est　Fo㏄asion　de

1a　mise　en　p1ace　d’《instmments　d’audit　inteme　et

d’un　pi1otage　丘nancier》，voire　patrimonial．　Les

contrats　font　eux－m§mes1’objet　d’une6valuation　par

1’Agence　d’ξvalllation　de　la　recherchc　et　de

l’enseignement　sup台rieur（crξ6e　par1a1oi　du18avri1

2008）．Dさs　2003，la　Cour　des　Comptes　avait

・pP・16・u…p・・td’u・dξ…td・14j・n・i・・1994…

1a　mise　en鵬uvre　et1e　suivi　d’un　budget　de　gestion

et1’ξlaboration　d’une　comptabi1it6analytique．　S’i1

semb1e　n6cessaire　que　les　Universit6s　puissent

COmaitre　leurS　COttS　de　fOnCtiOnnement　inteme，0n

Peut　s’intenoger　su1＝1a　possibint6　始ene　d’6va1uer

1eur《Per台。mance》（30〕．Or　la　loi　de2007pr6voit

que　1a　dotation　g1obaIe　sera　en　par士ie　fonction　de　1a

perfo㎜ance．Le　ministさre　a　invoquξdes　critさres

tels　que《1a　va1eu工勾。utξe　des　enseignements，Ie

nombre　d’6血diants　p1us倉g6s　par工apPort主1eur

cohorte，1’insertion　professionne11e　et1e　nombre

d’ξtudiants　pr6sents　主　1’examen　ou　ceux　inscrits

p6dagogiquement．．．》．L’abandon　des　critさres

・・ithm6tiq・・…t・・1・（3工〕・・t・…d・・t・・ξ・・…i・・一

Mais　on　peut　douter　que　l’activit6de　recherche　et

d’enseignement　puisse　εtre　ξvaluξe　de　fagon

peれinente　en　temes　de　moyens　et　d’objectifs　comme

une　activit66conomique．De　toute　fagon，ce印Pe

de　fbnmalisation　devrait　acc61ξrer　1a　d6ch6ance　des

disciplines　traditionnelles　au　profit　des　discip1ines

contemporaines　comprises　comme　de　simples

（29）

（30）

D’aprさs　le　rapPo廿dヨinfo㎜ati㎝d6posξen　apPhcation

de1’a廿icle86，alin6a8du　r色glement　de／ヨAssemblξe

nationale，Par　la　oommission　des　affaiTes　oulturelles，

fami1iales　et　sociales　s1ユr　la　mise　en　apP1ioation　de　Ia1oi

du　lO　aont2007，《La　fina1itξde1a　fondation皿niversitaire

nヨe昌t　pa昌　de　　oollecteI　　des　　fonds　　supP16mentaiIes

pe㎜ettant　de　pa11ier　les1acunes　des　orξdits　dヨ宣tat　ou　des

ressources　propres　de1’universit6mais　de　oontribuer直

。on昌truire　　une　　identitξ　　universitaire　　forte　　par　　le

dξveIoPPement　de　projets　de　bmation　et　de　recherche

r6pondant　主　des　besoins　du　t巳rritoire　et　des　en廿eprises

p3rtenaires，Ia　participation　査　des　r6soaux　internation31ユx

de　reoherohe　ot　de　fo㎜ation，1’a㏄roissemont　de1a

mobi1itξdesξ血di品nts　et　des　enseignants，1a　mise　en　p1ace

de　chaires　d’exoe11ence　con行6e目白des　persoma1itξs

色trang色res，Ie丘n舶。ement　d’emplois　de　post－doctorミmts，

OtC一
A》．

　　Le　budget　d巳r色tablissement　est　d6somai日。oistitu6

dヨun　budget　principa1　et，1e　c3s　ξch色ant，d’un　budget

a㎜exe　du　s師ioe　d’activitξs　ind／1s打ie11es　et　commerci日Ies

（SAIC），et　d’㎜ξtat　prξvisiomel　des　Iecettes　et　des

dξpenses　　pour　　chaque　　fondation　　universitaire．　n

。。m州・，・Hm眺・，…舳《P・由mm・・》，・i・・iW

les　documents　et　tab1eaux　pemettant1e　suivi　des　emp1ois

et　des　programme昌p1uria㎜ue1冨d’investissement．Le

　　　oonseil　dヨadエninistration　　doit　dξlib6rer　suエ　1e　volet

　　　perfo㎜ance，qui　pr6sente　les　objectifs　p㎝rsuivis　par

　　　l’ξtab1issement，assortis　　d’indicate1」□rs　　d’e節。ienoe，

　　　d’ef日。acitξ　　et　　de　　qualit6　　du　　service　　publio　　de

　　　l’enseignement　supξrieur．

（31）　Le岱nancement　p1ユbhc　d已s　Un｛veIsit6s　fmngaises　est

　　　缶。nd色s皿1e　nombre　d’6血di且nts　insorits　et　de　mさtres

　　　ca岨ξs　selon　le　systさme　actue／dit《S㎝Remo》qui　pou呂se

　　　1es　Universit6sさaugmenter1e　nombre　d’inscrits　en

　　　premier　oyo1e㎜iversitaire　po皿　obt㎝iT　plus　de

　　　丘nancements．Une　proPosition　de　pond6ration　se工。n　des

　　　・・itさ・esqu・／it日tif・・昌t・n・o・・s㈹ud・p・・1・Ministさrede

　　　1’enseignement　supξrieur．Les　oritさres　qualitatifs

　　　pou皿aient　etre：la　pr6sen㏄desξtudiants　aux　exam巳ns，

　　　1eurs　r6sultats，leur　insertion　professio㎜ene白1a　so廿ie

　　　de　l’Universitξ．　Le　critさr巳　de　per飴mance　proPosξ

　　　conceme岨it已ntre工0et15％　du行nancement　total．　La

　　　Ministre　de　renseignement　sup6㎡eur　a　exprimξsa　volont6

　　　dヨ日ssocier　le　ParIement畳1a　r色fome　du　systさme　actuel　dit

　　　de　San　Remo．E11e　so血aite　que1e昌。ritさres　soient　plus

　　　《justes》et　que1es　perfo㎜ances　dos　UniveIsit61soient

　　　prises　en　compte．　Eue　a　ξvoquξ　工a　possibi1itξ　do

　　　丘nance1皿ents　calcu1ξs　《suT　le　1ユ。－nbIe　d，さtudiants　qui

　　　passent　un　examen　et　pas　sur1e　nombre　des　inscrits》

　　　comme　d日n目1a《quasi　totalit色des　pays　euroP色。ns》．
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techniques　dont　1es　effets　sont　quantitatifs　et　p1us

曲。iles邑6va1uer．

　　　　Pour　te㎜iner，on　doit　signa1er　que　les

Univers｛t6s　peuvent　bξn錨。ierえtitre　subsidiaire　de

ressources　publiques　autエes　que　ce11es　de1’Etat．　Les

Contrats　de　Plan盲tat　R6gion　（CPER）qui　ontξt6

cr6es　par　la　loi　du29juiuet1982pour　a㏄ompagner

1a　d6centra1isation　et　la　d6concentration　de　l’action

pub1ique　pe㎜ettent　a1nsi　aux　Universit6s－ пfobteni工

des　R6gions　des　ressources　notamment　pour　aider主

1eurs　programmes　de　constmctions．E11es　peuvent

aussi　obtenir　des　subventions　des　co11ectivitξs

territoria1es　et　de1’UE．

Conclusion

　　　　Les　Universit6s　丘angaises　sont　apPelξes，主

travers　une　autonomie　renforcξe，主dξve1opPer　une

《Cu1ture　COmmerCia1e》0u　enCOre《une　Cu1ture　de

r6su1tat》qui　rompt　av㏄1eur　cu1耐e　traditiome11e

dite　de　semioe　pub1ic　liξeポeur　statut　d’EPA．　E11es

sont　conduites主rechercher　des丘nancements　privξs

ou　pubhcs，notamment　dans　un　cadre　r6giona1．En

6change，e11es　peuvent　propose］＝　aux　rξgions　par

…mp1・d・・・・…i1…　《i・gξ・i・・i・丘…1・・t

juridique》　aujourd’hui　dispensξs　par　des　cabinets　de

consulting．　Ou　encore，enes　peuvent　proposer　aux

entreprises　des　《ξchanges　de　technologie》．　Le

risque　est　que　1es　traditio㎜enes　discip1ines

enseign6es　dans　1es　Universit6s　deviennent　de

simples　techniques　conditiom6es　par　r6vo1ution　du

march6et　des　besoins　des　entreprises．　La　nouve工1e

gouvemance　instaur6e　au　pro行t　des　prξsidents

d’Universit6et　au　dξtriment　de1’ind6pendance　des

enseignants　doit　vei11er査。e　que1es　Universitξs　ne

perdent　pas　1eur　identit6　discip1inaire　et　donc　1eur

《ame》．

地域における大学の新たな役割

「フランスにおける
‘‘

Vしい大学の自治” 1ごっし・て」

Reflections　on　the　new　autonomy　of　the　Universities　in　France

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オリヴィエ・カミイ

ブルゴーニュ大学法律政治学部・パリ政治学院

要　　約

　　2007年8月10日の《総合大学の自由と責務》に関する法律は，予算と人員管理の両面において新たな

権限を付与することによって，フランスにおける大学の自治権を強化することを目標としている。ここ

では，フランス高等教育分野における公共サービスの機能的な分権化の最終段階について，その背景

（I）と改革がはらんでいるリスク（II）について，検討してみたいと考えている。

（I）2007年8月ユ0日法による大学管理体制の転換は，ユ968年！ユ月12日法や84年1月26日法によって切り

開かれた20世紀の高等教育改革サイクルの一環に位置づけられる。この改革サイクルは，第三共和制の

もとに実施された大学モデルとは暗黙裏の断絶を示している。第三共和制モデルは，大学の管理に関す
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